
                              

     

私
た
ち
の
住
む
関
東
地
方
は
、

快
晴
の
空
の
も
と
２
０
１
１
年

の
新
た
な
年
を
迎
え
る
こ
と
が

出
来
ま
し
た
。 

そ
れ
に
ひ
き
か
え
日
本
海
側

の
地
方
は
、
記
録
的
な
豪
雪
の

日
が
続
き
、
さ
ら
に
九
州
で
は

新
燃
岳
の
大
噴
火
な
ど
が
起
こ

り
大
き
な
被
害
に
遭
わ
れ
ま
し

た
。
心
か
ら
お
見
舞
い
申
し
上

げ
ま
す
。 

今
年
に
入
っ
て
創
和
会
か
ら

住
民
の
会
に
、
ケ
ア
セ
ン
タ
ー

成
瀬
の
施
設
大
改
造
の
決
定
的

な
話
が
提
示
さ
れ
ま
し
た
。 

 

赤
字
続
き
で
あ
っ
た
シ
ョ
ー

ト
ス
テ
イ
を
廃
止
し
、
特
別
養

護
施
設
に
変
更
の
こ
と
、
建
設

資
金
の
こ
と
、
そ
の
他
具
体
的

な
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。 

創
和
会
の
経
営
状
態
に
つ
い

て
は
私
た
ち
も
大
変
気
掛
か
り

で
し
た
が
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で

支
援
す
る
こ
と
を
続
け
て
ま
い 

り
ま
し
た
。 

     

「
住
民
の
会
」
発
足
当
時
か 

ら
、
地
域
の
中
に
高
齢
者
の
た 

め
の
福
祉
施
設
を
と
い
う
住
民

の
強
い
希
望
が
あ
り
、
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
で
支
え
て
行
く
と
い
う

気
運
に
燃
え
、
２
年
後
に
や
っ

て
来
た
介
護
保
険
事
業
に
も
対

応
し
て
、
各
行
事
・
会
報
発
行
・

そ
の
他
、
出
来
得
る
限
り
の
努

力
を
し
て
来
ま
し
た
。 

昨
年
の
春
「
住
民
の
会
あ
り

方
検
討
委
員
会
」
を
発
展
的
解

消
し
、
「
運
営
協
議 

委
員
会
」
を
設
け 

て
住
民
の
会
の
方 

向
及
び
充
実
に
向 

け
、
一
歩
前
進
す 

る
こ
と
に
し
た
矢 

先
の
創
和
会
か
ら 

の
提
案
で
し
た
。 

住
民
の
会
と
し
て 

も
検
討
し
な
け
れ 

ば
な
ら
な
い
重
要 

な
こ
と
が
出
て
来 

ま
し
た
。 

町
田
市
や
こ
の
周
辺
の
施
設

の
状
況
そ
の
他
に
つ
い
て
、
小

竹
事
務
局
長
か
ら
次
ペ
ー
ジ
に

詳
し
い
説
明
が
あ
り
ま
す
。 

当
面
、
住
民
の
会
事
務
所
の

移
動
が
問
題
に
な
り
ま
す
が
、

こ
れ
か
ら
も
皆
様
の
ご
協
力
を

宜
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 
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迎
え
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ケアセンター成瀬住民の会 

平成２３年度 

通常総会のご案内 

 

日時  平成 23年 4月 24日(日) 
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昨
年
9
月
、
社
会
福
祉
法
人

創
和
会
よ
り
住
民
の
会
に
「
ケ

ア
セ
ン
タ
ー
成
瀬
は
平
成
24

年
３
月
ま
で
に
シ
ョ
ー
ト
ス
テ

イ
部
門
を
廃
止
し
、
小
規
模
特

別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
（
20
床･

ユ
ニ
ッ
ト
型
）
に
変
更
さ
れ
る

こ
と
に
な
り
準
備
を
す
す
め
て

い
ま
す
。
町
田
市
が
小
規
模
特

養
ホ
ー
ム(

29
床
以
下)

の
設

置
者
を
募
集
し
て
い
る
こ
と
か

ら
10
月
に
応
募
し
、
そ
の
後
の

審
査
の
後
、
平
成
23
年
1
月

に
決
定
し
ま
す
」
と
の
説
明
が

あ
り
ま
し
た
。 

変
更
の
理
由
は
、
ケ
ア
セ
ン

タ
ー
成
瀬
の
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ

は
11
床
で
介
護
保
険
法
の
基

準(

20
床
以
上)

に
合
っ
て
い

ま
せ
ん
。
し
か
し
、
設
置
し
た

経
過
と
事
情
に
よ
り
町
田
市
の

特
例
介
護
事
業
と
し
て
市
民
の

み
の
利
用
施
設
と
し
て
経
営
さ

れ
て
き
ま
し
た
。
小
規
模
（
11

床
）
・
特
定
利
用
者(

町
田
市
民

の
み)

は
介
護
事
業
と
し
て
収

益
上
大
き
な
重
荷
と
な
っ
て
い

ま
し
た
。
そ
の
た
め
シ
ョ
ー
ト

は
構
造
的
な
赤
字
経
営
が
続
き

全
職
員
の
努
力
と
多
く
の
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
の
支
え
に
よ
っ
て
補

わ
れ
て
き
ま
し
た
。 

そ
う
し
た
厳
し
い
経
営
条
件

の
中
で
隣
接
す
る
横
浜
市
側
に

は
す
で
に
特
養
ホ
ー
ム
「
わ
か

た
け
青
葉
」（
１
０
０
床
・
青
葉

区
奈
良
町
）・
そ
の
隣
に
老
人
保

健
施
設
「
リ
ハ
リ
ゾ
ー
ト
青
葉
」

（
１
０
０
床
）
が
あ
り
ま
す
。

２
年
前
に
介
護
老
人
福
祉
施
設

「
大
樹
の
郷
」（
１
０
０
床
・
青

葉
区
恩
田
町
）
。
さ
ら
に
特
養
ホ

ー
ム
「
て
る
て
る
園
」（
90
床
・

青
葉
区
奈
良
町
・
緑
協
和
病
院

近
く
）
が
建
設
さ
れ
営
業
し
て

い
ま
す
。 

国
は
、
平
成
21
年
度
ま
で
特

養
ホ
ー
ム
の
建
設
を
抑
制
し
て

い
ま
し
た
。
し
か
し
、
特
養
ホ

ー
ム
利
用
希
望
待
機
者
は
全
国

で
42
万
人
（
厚
労
省
老
健
局
・

高
齢
支
援
課
調
査
・
平
成
21
年

12
月
現
在
）
に
達
し
極
め
て
要

望
の
多
い
こ
と
が
分
か
り
ま
し

た
。
そ
の
た
め
平
成
22
年
度
・

23
年
度
の
２
ヶ
年
で
特
養
ホ

ー
ム
16
万
床
（
全
国
で
）
を
増

築
す
べ
く
特
養
ホ
ー
ム
建
設
補

助
金
を
１
床
２
０
０
万
円
か
ら

３
５
０
万
円
に
増
額
し
ま
し
た
。 

 
 

そ
う
し
た
国
の
増
設
方
針
に

よ
り
特
養
ホ
ー
ム
建
設
が
す
す

ん
で
い
ま
す
。
特
に
用
地
確
保

が
安
価
な
市
街
化
調
整
区
域
の

あ
る
青
葉
区
で
さ
ら
に
、
こ
ど

も
の
国
入
り
口
右
隣
に
特
養
ホ

ー
ム
「
創
生
園 

青
葉
」（
２
０

０
床
）
が
建
設
さ
れ
本
年
２
月

１
日
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。 

東
京
都
も
国
の
制
度
を
活
用

し
約
１
２
０
０
床
を
増
設
す
る

こ
と
に
な
り
、
そ
の
内
、
町
田

市
は
平
成
24
年
３
月
ま
で
に

６
ヶ
所
（
６
０
０
床
）
の
新
た

な
特
養
ホ
ー
ム
建
設
計
画
が
す

す
ん
で
い
ま
す
。
近
く
で
は
、

成
瀬
会
館
跡
地
に
特
養
ホ
ー
ム

「
ま
ち
だ
正
吉
苑
（
仮
称
）
」

（
90
床
）
・
高
ヶ
坂
幼
稚
園
跡

地
に
特
養
ホ
ー
ム
「
高
ヶ
坂
ひ

か
り
苑
」
（
80
床
）
が
建
設
中

で
す
。
そ
れ
ら
各
特
養
ホ
ー
ム

の
床
数
の
10
％
は
シ
ョ
ー
ト

ス
テ
イ
と
し
て
利
用
さ
れ
ま
す
。

つ
ま
り
来
年
３
月
ま
で
に
ケ
ア

セ
ン
タ
ー
成
瀬
周
辺
に
は
数
十

床
の
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
が
完
成

し
事
業
開
始
に
な
り
ま
す
。
こ

の
よ
う
に
平
成
24
年
度
ケ
ア

セ
ン
タ
ー
成
瀬
の
経
営
環
境
は

激
変
し
ま
す
。
大
変
厳
し
い
状

況
の
上
に
さ
ら
に
苛
烈
な
条
件

が
加
わ
る
こ
と
が
容
易
に
予
測

さ
れ
ま
す
。 

そ
の
た
め
社
会
福
祉
法
人
創

和
会
は
ケ
ア
セ
ン
タ
ー
成
瀬
を

公
的
補
助
金
な
ど
活
用
し
２
階

部
分
を
全
面
改
築
し
20
床
の

小
規
模
特
養
ホ
ー
ム
に
す
る
こ

と
に
な
っ
た
も
の
で
す
。 

２
階
の
浴
場
は
地
階
に
・
地

階
の
職
員
更
衣
室
は
１
階
に
、

な
ど
各
階
も
大
き
く
変
更
さ
れ

ま
す
。
１
階
は
事
務
所
エ
リ
ア

が
約
２
倍
に
な
り
職
員
更
衣

室
・
会
議
室
が
新
し
く
設
置
さ

れ
る
予
定
で
す
。 

以
上
の
経
過
に
よ
り
住
民
の

会
の
事
務
所
も
移
動
す
る
こ
と

に
な
り
ま
す
。
新
し
い
場
所
に

つ
い
て
は
創
和
会
と
検
討
し
て

い
ま
す
。
事
務
所
問
題
は
当
会

に
と
っ
て
極
め
て
大
切
な
問
題

で
あ
る
こ
と
か
ら
昨
年
９
月
の

役
員
会
で
「
運
営
協
議
委
員
会

で
検
討
す
る
」
こ
と
を
確
認
し

ま
し
た
。
運
営
協
議
委
員
会
は

昨
年
10
月･

12
月
の
２
回
開

催
し
、
事
務
所
問
題
を
協
議
し

創
和
会
側
と
話
し
合
っ
て
い
ま

す
。
本
年
２
月
も
開
催
す
る
予

定
で
す
。 

こ
れ
ら
大
改
修
に
関
連
し
て

本
年
４
月
よ
り
喫
茶
【
暖
】
の

利
用
方
法
は
大
き
く
か
わ
り
ま

す
。
一
般
利
用
は
で
き
な
く
な

り
ま
す
。
内
容
に
つ
い
て
は
創

和
会
で
検
討
中
で
す
。
喫
茶

【
暖
】
の
運
営
に
関
し
て
「
東

京
都
の
指
導
も
あ
り
高
齢
者
サ

ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
の
用
途
に
ふ

さ
わ
し
い
」
利
用
内
容
に
変
更

さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。 

「
ケ
ア
セ
ン
タ
ー
成
瀬
」
大
改
修
に
伴
う 

住
民
の
会
事
務
所
移
動
に
つ
い
て 

事
務
局
長 

 

小
竹
金
次 

 

活
動
報
告 

役
員
会 

・
１
／
25 

定
例
会 

事
務
局 

・
１
／
４ 

連
絡
会
議 

Ｎ
Ｐ
Ｏ
ア
ッ
プ
ル
サ
ー
ビ
ス 

・
２
／
19 

運
営
委
員
会 

行
事
委
員
会 

・
１
／
８ 

定
例
委
員
会 

 

１
／
16 

新
春
交
流
会 

広
報
委
員
会 

・
１
／
19
編
集
会
議
、
31
原
稿

〆
切
、
２
／
９
校
正
、
18
印

刷 

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ 

・
園
芸
美
化
グ
ル
ー
プ 

 

花
壇
の
手
入
れ
水
遣
り
な
ど 
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新春交流会  
開催される    

 

１月１６日（日）ケアセンター成瀬地下ホールで恒例の新春交流会が開かれた。 

心のこもったご馳走を頂きながらおしゃべりに花を咲かせ、おめでたい踊り、典雅な 

琴とヴィオラの演奏、消えたお札の行方が気になる愉快なマジック、豪華景品が当た 

るビンゴゲーム等々を賑やかに楽しむうちにあっという間の２時間が過ぎた。 
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シ
リ
ー
ズ
介
護
技
術
講
座 

第
十
八
回 

 
 

楽
し
い
仕
事
術 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

今
回
は
昨
年
５
月
20
日
に

行
わ
れ
た
、
「
楽
し
い
仕
事
術
」

に
つ
い
て
ご
紹
介
し
ま
す
。
講

師
は
ケ
ア
セ
ン
タ
ー
成
瀬
看
護

師
の
与
那
覇
紀
子
、
中
村
美
保

さ
ん
で
し
た
。 

研
修
内
容 

①
仕
事
が
楽
し
い
っ
て
ど
ん
な

時
？ 

②
楽
し
ま
せ
る
相
手
は
誰
？ 

③
一
人
で
働
い
て
い
る
の
で
は

な
い
。
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
が
大

切 

 

仕
事
が
楽
し
い
っ
て
ど
ん
な
時
？ 

＊
利
用
者
が
喜
ん
で
下
さ
っ
て

い
る
時 

＊
笑
顔
が
み
ら
れ
た
時 

＊
利
用
者
と
意
志
の
疎
通
が
で

き
た
時
（
良
い
コ
ミ
ュ
ニ
ケ

ー
シ
ョ
ン
が
取
れ
た
時
） 

＊
ス
タ
ッ
フ
間
で
チ
ー
ム
ワ
ー 

ク
が
取
れ
、
仕
事
が
ス
ム
ー

ズ
に
で
き
た
時
（
お
互
い
の

足
り
な
い
と
こ
ろ
を
「
あ
・

う
ん
の
呼
吸
」
で
補
え
た
） 

＊
利
用
者
が
「
あ
な
た
が
い
て 

く
れ
て
良
か
っ
た
わ
」
と
言

っ
て
く
れ
た
時 

楽
し
ま
せ
る
相
手
は
誰
？ 

利
用
者
ご
自
身 

「
今
日
も
こ
こ
に
来
て
本
当
に

良
か
っ
た
。
楽
し
か
っ
た
」
と

思
っ
て
く
だ
さ
る
。 

こ
れ
が
我
々
の
仕
事
の
全
面 

で
は
な
い
か
。 

利
用
者
へ
の
介
護
サ
ー
ビ
ス 

の
向
上
は
「
己
を
知
る
」「
他
人

を
知
る
」「
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
へ
の

向
上
」
に
繋
げ
る
。 

ま
ず
、
自
己
を
知
る
。
自
分 

が
今
ど
ん
な
気
持
ち
、
態
度
、

言
葉
で
利
用
者
と
向
き
合
っ
て

い
る
か
。 

体
験
学
習 

①
喜
ば
れ
る
言
葉
と
嫌
わ
れ
る

言
葉
と
は 

②
エ
ゴ
グ
ラ
ム
テ
ス
ト 

（
自
己
分
析
） 

 

喜
ば
れ
る
言
葉
と
嫌
わ
れ
る
言
葉 

喜
ば
れ
る
言
葉
の
特
徴 

（
個
人
に
対
し
て
） 

＊
相
手
の
立
場
に
立
っ
た
言
葉 

「
何
か
ご
用
は
な
い
で
す
か
」 

＊
本
人
が
短
所
と
思
っ
て
い
る 

よ
う
な
所
を
長
所
と
し
て
と

ら
え
た
言
葉 

「
そ
れ
で
充
分
で
す
よ
」 

＊
本
人
が
こ
う
い
う
こ
と
が
大 

切
と
思
っ
て
い
る
こ
と
に
同

調
し
て
い
け
る
言
葉 

「
ゆ
っ
く
り
召
し
上
が
っ
て
く

だ
さ
い
」 

＊
否
定
せ
ず
、
肯
定
し
た
言
葉 

「
と
て
も
素
敵
で
す
よ
」 

（
グ
ル
ー
プ
で
は
） 

＊
心
配
し
て
く
れ
る
言
葉
、
労 

う
言
葉 

「
大
丈
夫
で
す
か
？
」 

＊
相
手
が
喜
ぶ
言
葉 

＊
明
る
い
言
葉
・
相
手
を
褒
め 

る
言
葉 

＊
自
分
の
考
え
が
述
べ
ら
れ
る 

質
問
式
の
言
葉 

＊
認
め
ら
れ
る
言
葉 

＊
思
い
や
り
、
親
し
み
を
込
め 

た
言
葉 

（
全
体
で
は
） 

＊
分
か
り
易
い
言
葉 

＊
ゆ
っ
く
り
話
す 

＊
声
の
ト
ー
ン 

＊
思
い
や
り
、
親
し
み
を
込
め

る
言
葉 

＊
笑
顔
で
話
す 

＊
周
囲
の
雰
囲
気
を
読
み
取 

り
、
同
調
す
る 

 

嫌
わ
れ
る
言
葉
の
特
徴 

（
個
人
に
対
し
て
） 

＊
命
令
口
調 

「
早
く
食
べ
て
く
だ
さ
い
」 

＊
相
手
の
立
場
を
考
え
ず
、
自

分
の
感
情
の
ま
ま
に
発
す
る

言
葉 

「
早
く
脱
い
で
下
さ
い
、
寒
い

で
す
よ
」 

＊
相
手
の
短
所
だ
け
を
捉
え
る

言
葉 

＊
相
手
を
否
定
し
た
言
葉 

「
勝
手
に
動
き
回
ら
ず
お
と
な

し
く
し
て
て
」 

（
グ
ル
ー
プ
で
は
） 

＊
相
手
が
何
か
言
う
前
に
「
え

ー
？
」
と
せ
か
す
言
葉 

＊
周
り
が
暗
く
な
る
話
題 

＊
理
屈
を
押
し
付
け
ら
れ
る
言

葉 

「
そ
れ
が
ど
う
し
た
の
？
」 

＊
汚
い
言
葉 

「
元
気
な
い
で
す
ね
」「
疲
れ
て

い
ま
す
か
？
」 

＊
自
尊
心
を
傷
つ
け
る
言
葉 

「
の
ん
き
で
い
い
わ
ね
。
い
い

ご
身
分
ね
。
ま
た
ト
イ
レ
？
」 

＊
自
分
の
物
差
し
で
物
を
言
う

言
葉 

「
そ
う
じ
ゃ
な
い
と
思
う
け
ど
：
」 

（
全
体
で
は
） 

＊
子
供
扱
い
す
る
言
葉 

「
そ
れ
取
っ
て
ち
ょ
う
だ
い
」 

＊
暗
い
ト
ー
ン
の
言
葉 

＊
「
ハ
イ
ハ
イ
」
と
重
ね
た
言 

 

 

葉 

＊
声
が
小
さ
く
、
早
口 

＊
慇
懃
無
礼
（
い
ん
ぎ
ん
ぶ
れ

い
）
高
ぶ
っ
て
偉
そ
う
な
言

葉 

＊
自
分
の
物
差
し
で
物
を
言
う 

「
こ
う
じ
ゃ
な
い
の
？
」 

  

エ
ゴ
グ
ラ
ム
・
テ
ス
ト 

チ
ェ
ッ
ク
シ
ー
ト
で
自
己
採 

点
を
行
い
、
点
数
を
折
れ
線
グ

ラ
フ
に
表
し
、
そ
の
形
に
よ
っ

て
自
分
を
次
の
10
種
類
の
タ

イ
プ
に
分
け
ま
す
。
皆
さ
ん
も

次
ペ
ー
ジ
で
体
験
し
て
み
ま
せ

ん
か
？ 

①
円
満
タ
イ
プ 

②
合
理
的
タ
イ
プ 

③
自
己
犠
牲
タ
イ
プ 

④
自
己
主
張
タ
イ
プ 

⑤
葛
藤
タ
イ
プ 

⑥
か
ん
し
ゃ
く
タ
イ
プ 

⑦
苦
悩
タ
イ
プ 

⑧
明
朗
タ
イ
プ 

⑨
ワ
ン
マ
ン
タ
イ
プ 

⑩
人
頼
み
タ
イ
プ 
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はい（○）2点・どちらでもない（△）１点・いいえ（×）0点で採点してください。
評価 点数 合計

人の言葉をさえぎって、自分の考えを述べることがありますか

Ｃ 他人を厳しく非難する方ですか

Ｐ 待ち合わせの時間を厳守しますか 合
： 理想を持って、その実現に努力しますか 計
父 社会の規則・倫理・道徳などを重視しますか

親 責任感を強く人に要求しますか

の 小さな不正でも、いい加減にしない方ですか

心 弟妹や後輩（子どもや部下）を厳しく教育しますか 点
権利を主張する前に、義務を果たしますか

「…するべきだ｣「…しなければならない」という言い方をよくしますか

他人に対して、思いやりの気持ちが強いほうですか

Ｎ 人として温かさを重視しますか

Ｐ 相手の長所によく気がつくほうですか 合
： 他人から頼まれたらイヤとは言えない方ですか 計
母 他人や子どもの世話をするのが好きですか

親 融通が利く方ですか

の 弟妹や後輩（子どもや部下）の失敗に寛大ですか

心 相手の話に耳を傾け、共感する方ですか 点
料理・掃除・洗濯などが好きな方ですか

ボランティアなどに参加することが好きな方ですか

損得まで考えて、行動する方ですか

Ａ 会話で感情的になることは少ないですか

： 物事を分析的に良く考えてから決めますか 合
大 他人の意見は賛否両論をよく聞き参考にしますか 計
人 何事も事実に基づいて判断しますか

の 情緒的というよりむしろ理論的な方ですか

心 物事の決断を苦労せずに、素早くできますか
能率的にテキパキと仕事や勉強を片付けて行く方ですか 点
先（将来）のことを冷静に予測して、行動しますか

身体の調子が悪い時は慎重になって無理を避けますか

Ｆ 自分を我儘だと思いますか

Ｃ 好奇心が強いほうですか

： 娯楽や食べ物を満足するまで求めますか 合
自 言いたいことを遠慮なく言ってしまう方ですか 計
由 欲しいものは手に入れないと気がすまない方ですか

な 「わぁー｣「すごい」「へえー」などと感嘆詞を良く使いますか

子 直感で判断する方ですか

供 調子にのると度をこし、羽目を外してしまう方ですか 点
の 怒りっぽい方ですか

心 涙もろい方ですか

Ａ 思っていることを口に出せない方ですか

Ｃ 人から気に入られたいと思いますか

： 遠慮がちで消極的なほうですか 合
従 自分の考えを通すより、妥協することが多いですか 計
順 他人の顔色や言うことが気になりますか

な 辛い時は我慢してしまう方ですか

子 他人の期待に応えようと過剰な努力をしますか

供 感情を抑えてしまう方ですか 点
の 劣等感が強い方ですか

心 現在「自分らしい自分、本当の自分」から離れているように思いますか

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

右のエゴグラムを

使って自分のグラ

フを作ってみまし

ょう。 

あなたはどのタイ

プ に な り ま し た

か？ （文責・山岸） 
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住
民
の
会
を
は
じ
め
と
す
る

地
域
の
皆
様
に
は
、
日
頃
か
ら

創
和
会
の
運
営
に
つ
い
て
多
大

な
ご
支
援
を
賜
り
誠
に
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
す
。 

本
会
は
平
成
８
年
４
月
に
ケ

ア
セ
ン
タ
ー
成
瀬
を
開
設
し
、

15
年
を
迎
え
よ
う
と
し
て
い 

 
 

ま
す
。
そ
の

後
徐
々
に
事

業
を
拡
大
し

な
が
ら
、
通

所
介
護
・
短

期
入
所
・
訪

問
介
護
・
居

宅

介

護

支

援
・
地
域
包

括
支
援
セ
ン

タ
ー
の
５
事

業
を
展
開
し

現
在
に
至
っ

て
お
り
ま
す
。 

さ
て
、
皆
様
も
ご
存
じ
の
よ

う
に
、
当
施
設
が
立
地
す
る
成

瀬
台
は
町
田
市
内
の
中
で
も
高

齢
化
の
進
行
が
早
く
、
一
部
の

地
域
で
は
既
に
40
％
近
い
高

齢
化
率
に
な
っ
て
い
ま
す
。
そ

れ
に
伴
い
重
度
の
要
介
護
者
や

認
知
症
の
利
用
者
、
さ
ら
に
は

医
療
依
存
度
の
高
い
利
用
者
が

目
立
つ
よ
う
に
な
っ
て
き
ま
し

た
。
核
家
族
化
や
介
護
者
の
高

齢
化
と
い
っ
た
背
景
も
重
な
り
、

こ
う
い
っ
た
方
々
が
在
宅
生
活

を
継
続
す
る
の
が
困
難
に
な
り
、

特
養
ホ
ー
ム
等
の
施
設
入
居
を

選
択
さ
れ
る
こ
と
が
増
え
て
き

ま
し
た
。
こ
れ
ら
の
中
に
は
、

入
居
待
機
者
が
多
い
こ
と
も
あ

り
、
や
む
な
く
住
み
慣
れ
た
生

活
圏
を
離
れ
、
遠
く
の
施
設
等

へ
入
居
さ
れ
る
場
合
も
少
な
く

あ
り
ま
せ
ん
。 

そ
う
し
た
環
境
下
に
お
い
て
、

当
法
人
が
今
後
地
域
住
民
か
ら

期
待
さ
れ
て
い
る
役
割
は
、
た

と
え
中
重
度
の
介
護
が
必
要
な

状
態
に
な
っ
た
と
し
て
も
、
可

能
な
限
り
長
く
住
み
慣
れ
た
地

域
の
中
で
安
心
し
て
、「
そ
の
人

ら
し
く
」「
普
通
の
暮
ら
し
」
が

出
来
る
よ
う
な
「
地
域
包
括
ケ

ア
」
の
実
現
で
あ
る
と
思
っ
て

お
り
ま
す
。 

ま
た
、
介
護
者
の
中
に
は
、

ま
だ
介
護
し
た
い
気
持
ち
が
あ

っ
て
も
、
自
身
の
体
力
低
下
か

ら
施
設
入
居
に
踏
み
切
ら
ざ
る

を
得
な
い
場
合
も
あ
り
、
身
近

な
地
域
内
に
通
い
や
す
い
ホ
ー

ム
が
あ
れ
ば
専
門
の
介
護
職
と

と
も
に
可
能
な
範
囲
で
介
護
を

継
続
す
る
こ
と
も
出
来
ま
す
。 

こ
れ
ら
を
受
け
て
、
当
法
人

と
し
て
も
、
地
域
の
中
に
在
宅

支
援
だ
け
で
な
く
、
長
期
入
所

拠
点
の
必
要
性
を
年
々
感
じ
て

き
た
と
こ
ろ
で
す
が
、
こ
の
度

町
田
市
か
ら
地
域
密
着
型
特
別

養
護
老
人
ホ
ー
ム
整
備
事
業
者

と
し
て
正
式
に
選
考
さ
れ
た
こ

と
か
ら
、
23
年
度
の
新
規
事
業

と
し
て
全
室
個
室
で
20
床
の

ユ
ニ
ッ
ト
型
ホ
ー
ム
を
開
設
す

る
予
定
で
す
。 

ま
た
、
こ
れ
に
伴
い
、
浴
室

を
は
じ
め
と
す
る
デ
イ
サ
ー
ビ

ス
エ
リ
ア
の
大
規
模
改
修
も
同

時
に
実
施
致
し
ま
す
。
工
事
は

九
月
頃
か
ら
を
予
定
し
て
お
り
、

期
間
中
ご
不
便
を
お
か
け
し
ま

す
が
、
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
さ
れ
る

ケ
ア
セ
ン
タ
ー
成
瀬
を
ど
う
ぞ

ご
期
待
下
さ
い
。 

  

  

創和会通信 

リニューアルされる 

ケアセンター成瀬 

施設長  川尻 勝臣 

 

 

   

 

Ｎ
Ｐ
Ｏ
ア
ッ
プ
ル
サ
ー
ビ
ス 

ど
ん
ど
焼
き
で
甘
酒
サ
ー
ビ
ス
！ 

お
正
月
気
分
も
ま
だ
残
る
１
月
９
日
、
成
瀬
台
小
、
成

瀬
中
央
小
の
校
庭
で
、
ど
ん
ど
焼
き
が
行
わ
れ
ま
し
た
。 

当
日
は
朝
か
ら
穏
や
か
な
、
ま
さ
に
ど
ん
ど
焼
き
日
和
。

早
く
か
ら
松
飾
り
を
手
に
、
地
域
の
人
達
が
集
ま
っ
て
い

ま
す
。 

校
庭
中
央
に
は
地
区
委
員
会
で
組
み
立
て
た
松
飾
り
等

が
燃
え
上
が
り
、
一
隅
に
は
大
き
な
お
釜
を
載
せ
た
か
ま

ど
、
懐
か
し
い
臼
と
杵
。
お
餅
つ
き
の
雰
囲
気
上
々
で
す
。 

ケ
ア
セ
ン
タ
ー
成
瀬
住
民
の
会
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
ア
ッ
プ
ル
サ
ー

ビ
ス
で
は
毎
年
手
作
り
の
甘
酒
を
提
供
し
て
い
ま
す
。
前

日
よ
り
仕
込
み
、
当
日
秘
伝
の
味
を
会
場
へ
届
け
、
地
域

の
皆
さ
ん
に
大
好
評
で
長
蛇
の
列
に
は
嬉
し
く
思
い
ま
し

た
。 「

美
味
し
か
っ
た
の
で 

も
う
一
杯
い
た
だ
け
ま
す 

か
？
」
恥
ず
か
し
そ
う
に 

紙
コ
ッ
プ
を
差
し
出
す
高 

齢
の
ご
夫
妻
。
こ
ん
な
微 

笑
ま
し
い
一
コ
マ
も
あ
り 

ま
し
た
。 

今
年
も
良
い
年
で
あ
り 

ま
す
よ
う
に
祈
り
つ
つ
、 

そ
し
て
昔
か
ら
の
風
習
を 

地
域
の
人
達
と
ず
っ
と
大 

事
に
伝
え
た
い
と
思
う
一 

日
で
し
た
。
（
島
峯
紀
子
） 
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阪
神
淡
路
大
震
災
が
起
き
て

か
ら
16
年
が
過
ぎ
た
。 

毎
年
１
月
に
は
テ
レ
ビ
で
も

特
集
番
組
が
放
送
さ
れ
、
地
震

後
の
悲
惨
な
映
像
は
私
達
の
記

憶
か
ら
消
え
る
こ
と
が
な
い
。 

特
に
、
将
来
大
地
震
の
発
生

が
心
配
さ
れ
る
関
東
に
住
む

我
々
に
と
っ
て
、
関
西
の
大
惨

事
は
決
し
て
他
人
事
と
は
思
え

な
い
。 

成
瀬
２
丁
目
に
在
住
の
山
垣

淑
子
さ
ん
は
震
災
当
時
、
兵
庫

県
西
宮
市
に
住
ん
で
お
ら
れ
て

被
災
さ
れ
た
。 

幸
い
、
ご
家
族
と
も
ど
も
怪

我
な
ど
の
被
害
は
な
か
っ
た
が

住
居
内
部
は
め
ち
ゃ
く
ち
ゃ
に

な
り
、
震
災
後
の
混
乱
の
中
で

い
く
つ
も
の
ご
苦
労
を
経
験
な

さ
っ
た
。 

今
回
、「
り
ん
ご
箱
」
読
者
の

皆
さ
ん
の
参
考
に
な
れ
ば
と
思

い
、
そ
の
時
の
経
験
を
文
章
に

ま
と
め
て
い
た
だ
い
た
。 

＊ 

＊ 

＊ 

＊ 

私
は
平
成
７
年
１
月
17
日

に
、
西
宮
市
で
阪
神
淡
路
大
震

災
を
経
験
し
ま
し
た
。 

こ
の
大
地
震
で
は
、
皆
さ
ん

ご
存
じ
の
よ
う
に
淡
路
島
・
神

戸
市
・
西
宮
市
・
芦
屋
市
な
ど

が
震
度
７
の
激
し
い
揺
れ
に
見

舞
わ
れ
ま
し
た
。 

お
亡
く
な
り
に
な
っ
た
方
は
、

六
千
四
百
三
十
四
人
と
な
り
、

重
症
・
軽
傷
の
方
は
四
万
三
千

七
百
九
十
二
人
と
、
多
く
の
方

が
被
害
を
受
け
ま
し
た
。 

私
た
ち
は
、
尊
い
犠
牲
者
の

死
を
無
駄
に
せ
ず
、
阪
神
淡
路

大
震
災
の
教
訓
を
生
か
す
こ
と

が
大
切
だ
と
思
い
ま
す
。 

 

         

地
震
直
後
の
わ
が
家
の
内
部

を
撮
っ
た
も
の
で
す
。 

         

食
器
戸
棚
が
倒
れ
て
全
て
の

食
器
が
割
れ
て
し
ま
い
ま
し
た
。 

 
 

電
子
レ
ン
ジ
が
１
メ
ー
ト
ル

も
飛
び
、
使
用
不
可
能
に
な
り

ま
し
た
。 

炊
飯
器
は
さ
か
さ
ま
に
な
り
、

中
の
ご
飯
が
飛
び
散
っ
て
い
ま

し
た
。 

 
 
 
 

 

      

当
時
は
、
落
下
物
に
よ
る
青

あ
ざ
を
作
っ
た
人
が
身
近
に
た

く
さ
ん
い
ま
し
た
。 

 

ベ
ッ
ド
の
脚
元
の
台
に
乗
せ

て
い
た
テ
レ
ビ
が
お
腹
の
上
に

飛
ん
で
き
た
人
や
、
天
袋
の
も

の
が
飛
び
出
し
て
き
て
怪
我
を

し
た
人
、
タ
ン
ス
に
挟
ま
れ
た

人
な
ど
、
思
い
も
よ
ら
な
い
家

具
や
物
に
よ
っ
て
怪
我
を
し
た

人
が
大
勢
で
し
た
。 

ま
た
、
慌
て
て
飛
び
出
し
て

室
内
の
ガ
ラ
ス
片
で
足
を
怪
我

し
た
人
も
た
く
さ
ん
い
ま
し
た
。 

 
 

寝
室
に
は
ス
リ
ッ
パ
な
ど
の

履
物
が
あ
る
と
良
い
と
思
い
ま

す
。 

亡
く
な
っ
た
方
々
の
死
因
を

調
べ
る
と
、
8
割
以
上
の
方
が

建
物
の
倒
壊
や
家
具
類
の
転
倒

に
よ
る
圧
死
で
す
。 

 

何
よ
り
も
大
切
な
こ
と
は
皆

さ
ん
自
身
を
守
る
た
め
に
、
家

具
転
倒
防
止
器
具
を
取
り
付
け

る
こ
と
で
す
。 

 

大
震
災
経
験
者
と
し
て
、
皆

様
に
ど
う
し
て
も
お
伝
え
し
た

い
こ
と
は
次
の
３
つ
で
す
。 

１
つ
目
は
、
慌
て
ず
火
の
始

末
を
す
る
事
で
す
。 

 

                 

２
つ
目
は
、
自
分
の
家
か
ら

死
傷
者
を
出
さ
な
い
事
前
の
備 

え
を
す
る
こ
と
で
す
。 

そ
れ
は
、
家
具
転
倒
防
止
器

具
の
取
り
付
け
や
、
危
険
個
所

の
確
認
を
す
る
こ
と
か
ら
始
ま

り
ま
す
。 

３
つ
目
は
、
自
分
の
家
族
・

隣
人
・
町
は
自
分
た
ち
で
守
る

と
い
う
こ
と
で
す
。 

 

万
が
一
地
震
が
来
て
も
被
害

が
最
小
限
に
と
ど
ま
る
よ
う
心

か
ら
祈
っ
て
い
ま
す
。 

 

                  

 

 

震災に備えて用意しておきたい物 

 

 

すぐに持ち出す物 ・常備薬 

・眼鏡 

枕元にあると 

便利な物 
・懐中電灯（手動充電式

．．．．．
が良い） 

・スリッパ 

・ラジオ 

・10円玉・100円玉などの小銭 

 （コインランドリーや自販機で使う） 

備えておくと 

便利な物 

・非常食 

・水を入れるタンク 

・キャリーカー（写真 左） 

・卓上コンロ 

・ガスボンベ 

・軍手  

・ドライシャンプー 

・清拭剤 

・ポリラップ（食器に被せて使える） 

・タオル類 

・古タオル・古シーツなど 

 

 
（水を入れた重い

タンクを運ぶ時な

どに重宝する） 

 

「阪神淡路大震災を 

経験して」 

山垣 淑子 さん 
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今
年
も
、
課
外
授
業
の
一
環

で
、
成
瀬
台
中
学
生
が
ケ
ア
セ

ン
タ
ー
成
瀬
に
や
っ
て
き
た
。 

シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
の
フ
ロ
ア

で
、
成
瀬
台
中
学
２
年
生
の
嶋

君
と
金
野
君
が
、
お
ば
あ
ち
ゃ

ん
達
と
「
七
並
べ
」
の
対
決
中

だ
っ
た
。
男
子
中
学
生
は
と
て

も
恥
ず
か
し
が
り
や
な
の
か
、

あ
ま
り
声
が
出
な
い
。
で
も
、

利
用
者
の
皆
さ
ん
と
一
緒
に
ト

ラ
ン
プ
を
並
べ
、
楽
し
く
ゲ
ー

ム
に
参
加
し
て
い
た
。
「
孫
く

ら
い
か
し
ら
ね
？
い
や
、
ひ
孫

だ
よ
」
と
、
７
人
の
お
年
寄
り

に
囲
ま
れ
て
、
益
々
、
恥
ず
か

し
げ
な
二
人
だ
っ
た
。
中
学
生

が
加
わ
る
こ
と
で
フ
ロ
ア
は
若

や
い
だ
雰
囲
気
に
な
っ
て
い
た
。 

      

 
 
 

 

   

   

地
下
の
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
で
は

高
寺
さ
ん
と
星
さ
ん
の
二
人
の

女
子
中
学
生
が
お
手
伝
い
し
て

い
た
。 

―
お
年
よ
り
と
接
し
て
い
て
ど
う

で
す
か
？ 

「
普
段
、
接
す
る
機
会
が
な
い 

の
で
、
時
代
が
違
う
と
い
う
か
、 

何
を
話
し
て
い
い
の
か
わ
か
ら 

な
く
て
、
難
し
い
で
す
。
だ
か 

ら
聞
く
こ
と
だ
け
し
か
で
き
な 

い
で
す
。
で
も
、
皆
さ
ん
、
知 

識
が
い
っ
ぱ
い
あ
る
の
で
、
お 

話
を
聞
く
の
は
楽
し
い
し
、
勉 

強
に
な
り
ま
す
。
」 

―
介
護
の
仕
事
は
ど
う
思
い
ま
す

か
？ 

「
若
い
人
が
少
な
く
な
っ
て
く

る
か
ら
、
こ
れ
か
ら
社
会
の
中

で
お
年
寄
り
を
若
い
人
が
支
え

な
き
ゃ
な
ら
な
い
と
思
い
ま
し

た
。
大
事
な
仕
事
だ
と
思
う
。
」 

 

何
と
も
頼
も
し
い
答
え
が
返

っ
て
き
て
、
嬉
し
く
な
っ
た
。

中
学
生
の
職
場
体
験
は
５
日
間

だ
け
だ
が
、
介
護
の
仕
事
を
少

し
で
も
体
験
し
て
も
ら
え
た
の

は
よ
か
っ
た
と
思
う
。 

                              

               

      

         

          

編 

集 

後 

記 

 

ケ
ア
セ
ン
タ
ー
成
瀬
が
開
設

さ
れ
て
14
年
経
っ
た
。
「
ケ
ア

セ
ン
タ
ー
成
瀬
支
援
住
民
の

会
」
と
し
て
発
足
し
た
会
は
、

「
ケ
ア
セ
ン
タ
ー
成
瀬
住
民
の

会
」
と
名
を
変
え
、
今
日
に
至

っ
て
い
る
。
今
年
は
、
ケ
ア
セ

ン
タ
ー
成
瀬
が
大
き
く
姿
を
変

え
よ
う
と
し
て
い
る
。
そ
れ
に

対
し
て
住
民
の
会
は
ど
の
様
に

対
応
し
て
い
く
の
か
、
こ
れ
か

ら
、
住
民
の
会
は
ど
う
あ
る
べ

き
な
の
か
、
を
考
え
る
時
が
来

て
い
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

原
点
に
立
ち
返
っ
て
考
え
て
み

て
、
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
と

な
る
ケ
ア
セ
ン
タ
ー
成
瀬
に
ど

ん
な
支
援
が
で
き
る
の
か
、
会

員
の
皆
さ
ま
お
一
人
お
一
人
の

ご
意
見
を
伺
い
た
い
も
の
だ
。 

これからの催し物（予定） 
 
★きらく会  

3/12、26  ゆりの木会館 
 手話ダンス 
  2/28、3/7、14、28  

ゆりの木会館 
 
★資源回収（毎月第４月曜） 
 ２／２８、３／２８ 
    

 

会費納入のお願い      
                 

平成２２年度会費未納の方は     

下記の方法で納入をお願いします   

          

１ 住民の会事務局窓口 

（下記時間帯 受付）       

２ 郵便振込                

  記号：00120-7-725131 
   名義：ケアセンター成瀬住民の会 
※ご一報くだされば集金に伺います。 

～～～～～～～～～～～～～～～～～                    

ケアセンター成瀬住民の会事務局 

（入り口はゆりの木会館側です） 

住  所  町田市成瀬台３－２４－１ 

電話･Fax  ０４２－７２９－０６１７ 

ホームページアドレス  

http://ccnjk.com 

 受付時間 月曜日～土曜日 

      10：00～16：30 
（日曜日・祝日は休み） 

 

 

成
瀬
台
中
学
生
、
ケ
ア
セ
ン
タ
ー
成
瀬
で
職
場
体
験
！ 

 

 

ダンケムジークの会 第 45回コンサート 

春のうたごえ～オーボエとともに 

 ―出 演― 

♪オーボエ：廣木 睡 

   ♪フルート：畑野 美紀子 

   ♪ピアノ ：廣木 志保 

   ♪女声合唱：レルヘンコール 

 

３月13 日（日） 

午後 2時～4時 

ケアセンター成瀬地下ホール 

 

＊チケット７００円（飲み物付き） 

 チケットは住民の会で販売中 

 

（
Ｆ
） 

 

http://ccnjk.com/

